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第６章 計画の推進に際して 

 １ ⽣きる⼒を育てるための⼦ども教育の連携の更なる推進 
 

 教育委員会では、平成２４年度に子ども教育連携推進室を設置し、０歳から１５歳

までを連続した教育期間ととらえ、子どもたちの発達段階に応じた学校・家庭・地域

が一体的な指導を行う子ども教育の連携に力を入れてきました。 

 この４年間で子ども教育の連携は、大きな広がりと深まりを見せ始めています。そ

の成果を今まで以上に学校・家庭・地域が連携を図ることで次の４年間につなぎます。

そして、０歳から１５歳までのすべての子どもに、「生きる力✪」の根幹を支え、主体

的に学ぶ力の源となる「自己肯定感✪」と、豊かでたくましい心の根幹を支える「自己

有用感✪」をはぐくみ、「知・徳・体」をバランスよく身に付けた子どもたちを育てて

いきます。 

 

  

「学び」のめばえとなる 
      遊び（⽣活） 

 感動する「⼼」         豊かな、たくましい「⼼」       ⾃⽴に向かう「⼼」 

各教科等の「学び」 専⾨性の⾼い「学び」 

第６章 計画の推進に際して 

 

 

 ２ 学⼒向上への取組の推進 
 

 教育委員会では、児童生徒の学力向上を最重要課題の一つとしてとらえ、成果指標

を定め、その達成に向けて取り組んできたところです。その結果、年度や教科によっ

て差はあるものの、埼玉県学力・学習状況調査✪の平均正答率との差を着実に縮める傾

向にあります。その一方で、平成２７年度に行われた全国学力・学習状況調査✪では

国・県の平均正答率の差が広がるという結果も出ており、引き続き学力向上への取組

を、更に推進していくことが求められる状況にあります。 

 こうした状況を踏まえ、すべての児童生徒が「確かな学力✪」を身に付けるためには、

児童生徒の実態と育ちに応じた取組の充実が今まで以上に必要となります。 

 そのためにも、学習機会の拡充や授業改善を図ります。また、落ち着いた学習環境

づくりを行うとともに、児童生徒の学習意欲を高めます。 

 そして、幼保小中を一貫した草加の教育を推進することで、「確かな学力✪」の素地

をつくります。 

 

 ３ ⽂化財の保護と活⽤をとおした魅⼒あるまちづくりの推進 
 

 市内に残る貴重な文化財を地域共有の財産として将来にわたり継承していくために

は、文化財の有効な活用をいかした長期的な展望に立った施策が必要となります。 

 今後、施策の方向性や具体的な取組を示した「草加市文化財保護基本計画」を見直

し、その施策の柱となる文化財保護意識の高揚、文化財保護体制の確立、文化財保護

施設の拠点となる歴史民俗資料館の整備を図ります。 

 また、平成２６年３月に国の名勝に指定された「おくのほそ道の風景地 草加松原」

については、草加市が全国に誇れる財産として、その保護の指針となる保存活用計画

を策定し、観光や産業の面からも活用が図れるよう市長部局と連携し、魅力あるまち

づくりに努めます。 

 



96 97

◆成果指標⼀覧

１―１ 学ぶ⼒を伸ばす児童
⽣徒の育成

全国学⼒・学習状況調査における県の平均
正答率との差
 ①⼩学校  国語Ａ
       国語Ｂ
       算数Ａ
       算数Ｂ

 ②中学校  国語Ａ
       国語Ｂ
       数学Ａ
       数学Ｂ

 
①国語Ａ -1.2
 国語Ｂ -1.3
 算数Ａ -1.3
 算数Ｂ -1.0

 
②国語Ａ -0.9
 国語Ｂ -2.4
 数学Ａ -1.8
 数学Ｂ -2.5

全調査種別につ
いて、県平均正
答率との差を0
とする

１―２ ⼼豊かな児童⽣徒の
育成

「草加っ⼦の基礎・基本」における規律あ
る⽣活が定着している項⽬(80％以上)の数
 ①⼩学校
 ②中学校 ①65項⽬

②35項⽬
①72項⽬
②36項⽬

不登校児童⽣徒の割合
 ①⼩学校
 ②中学校

①0.43％
②2.73％

①0.26％
②2.32％

１―３ 健康でたくましい児
童⽣徒の育成

新体⼒テストにおける体⼒・運動能⼒が総
合評価Ａ〜Ｅの５段階中Ｃ以上の児童⽣徒
の割合
 ①⼩学校
 ②中学校

①79.7％
②81.9％

①80％
②85％

学校給⾷における市内産農産物の使⽤量
（累計）

115.8ｔ
（累計）

120ｔ
（累計）

１―４ きめ細かな特別⽀援
教育の充実

教職員における特別⽀援教育に関する研修
受講者の割合
 ①⼩学校
 ②中学校

①63.1％
②49.6％

①80％
②75％

１―５ ⼀⼈ひとりに応じた
就学⽀援の充実

⼊学準備⾦・奨学資⾦貸付⼈数
（新規・継続）

56⼈ 65⼈

⼊学準備⾦・奨学資⾦返済率
（現年度）

91% 93%

施策 成果指標
実績値

(平成26年度)
⽬標値

(平成31年度)

 

２―１ 屋内運動場天井等落下防⽌対策⼯事実施率 － 100%

トイレ改修⼯事実施率 10.9% 62%

２―２ 魅⼒ある教育環境の
推進

⻄館利⽤者数（年度累計） 700⼈ 750⼈

３―１ 家庭・地域の教育⼒
の向上

保護者向け「親の学習」講座の実施回数
 ①⼩学校
 ②中学校

中学⽣向け「親の学習」講座の実施回数

①100％
②100％

9.1％

①100％
②100％

100％

３―２ 組織⼒をいかした学
校経営の推進

学校評価におけるＡ評価の割合 37.9% 40%

３―３ 幼保⼩中を⼀貫した草加の教育の実施校数 － 100%

⼩学校と交流・連携が⾏われている幼稚
園・認可保育園・認定こども園の割合

95% 95%

４―１ ⽣涯をとおした多様
な学習機会の充実

⽣涯学習基本計画達成度
（第三次⽣涯学習基本計画の進捗状況調査
による達成度）

91.01% 95%

４―２ 公⺠館利⽤者数 592,576⼈ 600,000⼈

市⺠1⼈当たりの年間読書量 4.889冊 5冊

４―３ 歴史⺠俗資料館来館者数 16,238⼈ 17,000⼈

年間講座等（講演、講習、体験教室）開設
数

31回 70回

５―１ 学校⼈権教育の推進 全国学⼒・学習状況調査の質問紙調査にお
ける「⼈の気持ちが分かる⼈間になりたい
と思いますか」という質問に「当てはま
る」⼜は「どちらかといえば、当てはま
る」と回答した児童⽣徒の割合
 ①⼩学校
 ②中学校

①92.7％
②94.6％

①95％
②95％

５―２ 社会⼈権教育の推進 社会教育における⼈権教育事業参加者数 2,924⼈ 3,000⼈

⽬標値
(平成31年度)

計画的な学校教育施
設整備の推進

⼦ども教育の連携の
推進

⽣涯学習施設の整備
とネットワーク化の
推進

⽂化遺産の発掘・保
存等の計画的継続的
な取組の推進

施策 成果指標
実績値

(平成26年度)
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◆⽤語解説

⾏ ⽤語

あ ＩＣＴ Information and Communication Technologyの略で、コン
ピュータや情報通信ネットワークなどの情報コミュニケーション技
術のこと。ICTを活⽤し、アクティブラーニング等に取り組むこと
により、児童⽣徒のコミュニケーション能⼒、課題解決能⼒、情報
活⽤能⼒等の育成が期待される。

7、14
47、48
50

アクティブ・ラーニング 教員による⼀⽅向的な講義形式の教育とは異なり、学習者の能動的
な学習への参加を取り⼊れた教授・学習法の総称。発⾒学習、問題
解決的学習、体験学習、調査学習、協調学習等が含まれる。

7、47
48、50

⽣きる⼒ ⼦ども教育、⽣涯学習、⼈権教育のすべてを通じて、「基礎的な知
識・技能を習得し、それらを活⽤して、⾃ら考え、判断し、表現す
ることにより、様々な問題に積極的に対応し、解決する⼒」「⾃ら
を律しつつ他⼈とも協調し、他⼈を思いやる⼼や感動する⼼などの
⼈間性」「たくましく⽣きるための健康や体⼒などで、確かな学
⼒、豊かな⼼、健やかな体の知・徳・体をバランスよく⾝に付け、
地域社会で⼦どもから⾼年者まで、⼀⼈ひとりがよりよく⽣きてい
くために必要となる⼒」のことを指す。

2、24
36、38
78、94

いじめ撲滅サミット 学校・家庭・地域がいじめに対する関⼼を⾼め、防⽌していこうと
する態度や意識をもつことを⽬的とし、全⼩中学校の代表児童⽣徒
が、いじめの撲滅について話し合い、その成果を発表する会。

30、56

インクルーシブ
教育システム

障がい者が精神的及び⾝体的な能⼒等を可能な最⼤限度まで発達さ
せ、⾃由な社会に効果的に参加することを可能とするとの⽬的の
下、障がいのある者と障がいのない者がともに学ぶ仕組み。

62

「親の学習」講座 埼⽟県家庭教育アドバイザーによる⼦育て中の保護者を対象として
必要な知識やスキルを学ぶことができる「親が親として育ち、⼒を
つけるための学習」と近い将来、親になる中学⽣を対象として⼦育
て等の理解を図る「親になるための学習」を指す。

72、80

か 外国語指導助⼿
（ＡＬＴ）

中学校の英語、⼩学校の外国語活動のティームティーチングにおけ
る授業の補助を⾏う者。

50、51

学縁都市そうか 第⼀次草加市⽣涯学習基本構想・基本計画から基本理念として掲げ
てきた造語。市⺠⼀⼈ひとりが⽣涯を通した学びの場で出会い、学
びで得た絆や学習成果を、お互いに共有することで得られた⽬指す
べきかたちを「学(がく)縁(えん)」として表現したもの。

39、82

学習補助員 児童⽣徒の個に応じたきめ細かな指導の実現に資することを⽬的と
し、市内⼩中学校における学習に関する補助を⾏う者。

47、48
49、50
51

説明 ⾴

 

⾏ ⽤語

か 学⼒向上プラン 各⼩中学校で児童⽣徒の学習・⽣活状況の実態と課題を明確にした
上で、学⼒向上のために⽴案した計画。

14、49

学級集団アセスメント
検査

学校⽣活における児童⽣徒個々の意欲や満⾜感及び学級集団の状態
を質問紙によって測定する検査。測定の結果からは、児童⽣徒個々
の学級⽣活における満⾜感や、学校⽣活における意欲、学級集団の
雰囲気や成熟状態などを知ることができる。

54、56

学校応援
コーディネーター

学校応援団が円滑な活動を⾏うために、学校と学校応援団の調整
（コーディネート）を⾏うボランティア。

70、71

学校応援団 学校における学習活動、安全確保、環境整備、部活動の⽀援などに
ついて、ボランティアとして協⼒・⽀援を⾏う保護者・地域住⺠に
よる活動組織。

70、71
72、74
75

学校司書 児童⽣徒の図書館利⽤の充実を実現することを⽬的とし、学校図書
館教育に関する補助、担当教員の補助、図書整理、図書紹介等を⾏
う者。

47、48
50、51

学校選択制 就学予定者やその保護者が就学する学校を選択できるようにする通
学区域制度を弾⼒的に運⽤する取組。

74

学校適応指導教室 不登校の児童⽣徒の⾃⽴と学校⽣活への適応を図るため、学校以外
の場所で、不登校の児童⽣徒に対して、学校への復帰ができるよう
指導を⾏う教室。草加市では、「ふれあい教室」の名称で学校適応
指導教室を運営している。

55

学校評議員制度 保護者や地域住⺠等が学校運営に参画する仕組み。学校評議員は、
学校⻑の求めに応じて、学校運営について意⾒を述べることができ
る。

74、75

教育に関する３つの達成
⽬標

埼⽟県による「学⼒」「規律ある態度」「体⼒」の３分野につい
て、⼩中学校で確実に⾝に付けさせたい基礎的・基本的内容を具体
的な⽬標として定めたもの。

12、16

協調学習 複数の学習者が意⾒を交換し、協⼒しながら課題を解決しようとす
る学習形態。児童⽣徒⼀⼈ひとりの理解の在り⽅を尊重し、児童⽣
徒同⼠の学び合いの中で⼀⼈ひとりにその⽣徒しかできない役割を
担わせることによって主体性を引き出す。代表的な⼿法に知識構成
型ジグソー法がある。

50

説明 ⾴
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⾏ ⽤語

か 国際理解教育補助員 ⽇本語指導を必要としている外国⼈児童⽣徒の実態に応じたきめ細
かい⽇本語⽀援、及び学習指導、学校⽣活への適応等の⽀援を⾏う
者。

50

⼦ども⼤学そうか ⼦どもの学ぶ⼒や⽣きる⼒を育み、地域で⼦どもを育てる仕組みを
つくるため、⼤学等と協働で新たな学びの場を創出する取組。

83

⼦ども避難所 児童⽣徒が不審者等に遭遇したときに避難できるように学校から依
頼した事業所等で、⼦ども避難所の看板を掲げている。

72

さ 埼⽟県学⼒・学習状況
調査

「学習した内容がしっかりと⾝に付いているのか」という今までの
視点に「⼀⼈ひとりの学⼒がどれだけ伸びているのか」という新た
な視点を加えて埼⽟県教育委員会によって実施されている調査。対
象は埼⽟県内の⼩学校４年⽣から６年⽣と中学校１年⽣から３年
⽣。

12、14
46、48
49、95

埼⽟県家庭教育
アドバイザー

⼦育て及び「親の学習」に関して専⾨的な知識・技能を有する埼⽟
県教育委員会が主催する埼⽟県家庭教育アドバイザー養成研修を修
了した者。

80

埼⽟県⽴草加かがやき
特別⽀援学校

平成２５年４⽉に草加市⽴旧松原⼩学校跡地に開校した知的障害特
別⽀援学校。地域における特別⽀援教育推進の中核として、⽀援・
指導の相談や実践を⾏うなど、センター的機能としての役割も担っ
ている。

21、62
63

⾃⼰肯定感 ⾃分に対して肯定的な評価を感じている状態を指し、「⾃分は⼤切
な存在だ」と思うことができ、⾃分に⾃信をもつことができるこ
と。（⾃尊感情・⾃⼰存在感などと、ほぼ、同じ意味合いで⽤いら
れる。）

94

⾃⼰有⽤感 ⾃分が他⼈に「必要とされている」と感じている状態を指し、直
接、環境に関わりながら、他⼈に役に⽴った、他⼈に喜んでもらえ
たなど、相⼿の存在なしには⽣まれてこない⼼で、社会性の基礎と
なる⼼のこと。

94

⽣涯学習指導者バンク 市⺠の⽣涯学習に関する専⾨的な知識や経験、技能のある⼈材を指
導者として発掘、登録し、その情報の提供及び活⽤を図る制度。
「学びたい⼈」と「教えたい⼈」を結びつける仕組み。

83

⽣涯学習情報提供サイト 市⺠の学びの環境づくりや活発化を図るため、学習施設、サーク
ル、学習指導者の情報のインターネットを通して収集・提供できる
システム。

83

⼩学校サービスコーナー 図書館職員が隔週で市内⼩学校に出向き、中央図書館に準じるサー
ビスを⾏う窓⼝として開設している。

84、85

説明 ⾴

 

⾏ ⽤語

さ ⾷育応援農家 学校給⾷⾷材の農産物を供給する市内の農家。市内産農産物を活⽤
した地産地消や収穫体験などの取組を⾏っている。

58、61

⼈権感覚育成プログラム 埼⽟県教育委員会が開発した、児童・⽣徒の⼈権感覚を育むための
体験活動や参加体験型の活動を組み⼊れた⼈権教育の学習プログラ
ム。「⾃⼰尊重の感情」や「⽣命尊重」、「コミュニケーション能
⼒」等、⼈権感覚の育成に必要と考えられる９つの視点を設け、児
童⽣徒が発達段階に即して、各教科、領域、総合的な学習の時間の
中で、計画的、系統的に学習できるよう構成されている。

89

「
新体⼒テスト ⽂部科学省が国⺠の体⼒・運動能⼒の現状を明らかにし、体育・ス

ポーツの指導と⾏政上の基礎資料を得ることを⽬的に毎年実施して
いる調査。埼⽟県内では公⽴⼩中学校及び公⽴⾼等学校の全児童⽣
徒が対象で、「握⼒」「上体起こし」「⻑座体前屈」「反復横と
び」「５０m⾛」「⽴ち幅とび」「ボール投げ」「持久⾛」または
「２０mシャトルラン」を実施種⽬とする。

18、58
59

スクールガード・
リーダー

学校と連携して学校内外での⼦どもたちの安全を確保し、安⼼して
安全に学習できる環境を守るため、巡回指導などを⾏う地域学校安
全指導員。

71

全国学⼒・学習状況調査 義務教育の機会均等とその⽔準の維持向上の観点から、全国的な児
童⽣徒の学⼒や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を
検証し、その改善を図るとともに、学校における児童⽣徒への教育
指導の充実や学習状況の改善等に役⽴てるために実施する調査。調
査対象は⼩学校第６学年と中学校第３学年。調査内容は、教科に関
する調査（国語Ａ・国語Ｂ・算数数学Ａ・算数数学Ｂ・理科）と、
⽣活習慣や学校環境に関する質問紙調査。

30、46
48、49
95

全国体⼒・運動能⼒、
運動習慣等調査

⼩中学⽣の体⼒の状況を把握・分析するために⼩学校５年⽣、中学
校２年⽣を対象に⽂部科学省が実施する調査であり、実技調査と質
問紙調査が⾏われる。

60

草加教師塾 草加市内の⼩中学校の教員による勉強会であり、勤務時間外に指導
法等を⾃主的に研究し、指導⼒の向上を図ることをねらいとする。

49

『草加市⼩中連携
プログラム』

⼩学校と中学校が互いに義務教育の⽬的・⽬標の達成を⽬指し、⼦
どもの育ちなどを把握して市内⼩学校と中学校との連携を進めるた
めのプログラム。

78、79

そうか市⺠⼤学 「学びを通してのきずなの形成」を建学の精神に、「⾃分をつく
る」「⼈と出会う」「まちをつくる」ことを⽬的にさまざまな講義
を開設し、市⺠の⾼い⽣涯学習意欲に応えている。講座の企画運営
は市⺠が主体となったそうか市⺠⼤学推進委員会が担っている。

26、83

説明 ⾴
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⾏ ⽤語

さ 『草加市幼保⼩接続期
プログラム』

⽬指す「草加っ⼦」（１５歳の姿）に基づき、幼児期の学びと⼩学
校の学びを円滑に接続するするため、各園や各学校でカリキュラム
を作成するためのプログラム。

78、79
81

草加っ⼦の基礎・基本 市内の児童⽣徒に⾝に付けさせたい「基礎学⼒」「規律ある⽣活」
「健康・体⼒」に関する基礎的・基本的内容を⽬標として、草加市
教育委員会が平成１６年１２⽉に策定したもの。各学校において具
現化し、取り組んでいる。

18、32
46、49
54、55
59

草加寺⼦屋（⼟曜学習） ⼩学校は主に算数及び国語、中学校は主に数学等の基礎学⼒を⾝に
付けたいと願う⼩中学⽣のために、原則として第２・第４⼟曜⽇に
草加市教育委員会が提供している⾃学⾃習の場。

51、74

草加松原 草加を代表する景観として、平成２６年３⽉に「おくのほそ道の⾵
景地」の⼀群をなすものとして、国の名勝に指定された。草加市中
⼼部を南北に流れる綾瀬川沿いにある約１．５キロメートルの松並
⽊。

2、86
87

た 体⼒・運動能⼒ 体⼒とは「筋⼒」「持久⼒」「柔軟性」「敏捷性」などの技術をで
きるだけ排除した形でとらえた⽣体の機能を意味し、運動能⼒は
「疾⾛能⼒」「跳躍⼒」「投能⼒」などの運動やスポーツに必要な
スキルを加味した能⼒を意味する。

18、32
58、59
60

確かな学⼒ 知識や技能はもちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や⾃分で課
題を⾒付け、⾃ら学び、主体的に判断し、⾏動し、よりよく問題解
決する資質や能⼒等まで含めた⼒。

37、38
46、48
95

地域開放型図書室 ⻄町⼩学校、川柳⼩学校及び⾼砂⼩学校に中央図書館の分館的機能
を持つ施設として設置。毎週⽇曜⽇に開放し、中央図書館に準じる
サービスを⾏っている。

84、85

通級指導教室 通常学級に在籍している難聴、⾔語障害のある児童⽣徒、知的障害
を伴わない発達障害・情緒障害のある児童⽣徒に対して、各教科等
の指導の⼤部分を通常の学級で⾏い、障がいに応じた特別な指導を
⾏う教室。

21、63

ティームティーチング 授業において２⼈以上の教師が連携・協⼒しながら授業を⾏う指導
⽅法及び授業形態。

61

特別⽀援教育 障がいのある児童⽣徒の⾃⽴や社会参加に向けて、⼀⼈ひとりの教
育的ニーズを把握し、その可能性や能⼒を最⼤限に⾼め、⽣活や学
習上の困難を改善、克服するため適切な教育的⽀援を⾏うことを⽬
的とした教育。

21、32
62、63

説明 ⾴

 

⾏ ⽤語

た 特別⽀援教育⽀援員 特別⽀援学級に在籍する児童⽣徒の障がいの状態及び課題に応じた
教育的ニーズに基づき、個に応じた介助や学習の補助に努め、児童
⽣徒の⾃⽴に向けた⽀援を⾏う者。

63

な ノーマライゼーション 障がい者を特別視するのではなく、⼀般社会の中で普通の⽣活が送
れるような条件を整え、ともに⽣きることこそ本来の姿であるとい
う考え⽅。

62

は ⾮構造部材 建築物を構成する部材のうち、天井材、照明器具、窓ガラス、外装
材、内装材、設備機器、家具等、建物のデザインや居住性の向上な
どを⽬的に取り付けられるもの。

32、66
67

平成塾 ⼦どもたちと⾼年者との世代間交流、学校と地域の交流の場とし
て、⼩学校の施設を活⽤し開設している。１４の平成塾が設置さ
れ、各平成塾とも運営委員会が組織され、運営に当たっている。

26、84
85

ま 『⽬指す「草加っ⼦」
（草加市幼保⼩中教育指
針）』

草加市内の幼稚園・保育園・認定こども園・⼩学校・中学校が、校
種や⼦どもの発達段階が異なっても、⼦どもの育ちを⽀える基本的
な指導事項について１５年間の⾒通しをもって指導のねらいや指導
内容を共有し、⼀体となって⼦どもを育てていくための指針。

24、78
79、81

⽬指す「草加っ⼦」
（1５歳の姿）

『⽬指す「草加っ⼦」（草加市幼保⼩中教育指針）』の中で、草加
市のすべての⼦どもが、１５歳までに⾝に付けてほしい⼒を「⾃ら
学び、⼼豊かに、たくましく⽣きる」と定め、知・徳・体それぞ
れ、具体的な姿を⽰したもの。

79、80

や ユニバーサルデザインの
視点を取り⼊れた授業

特別な教育的⽀援を必要とする児童⽣徒にとって「わかる、でき
る」授業を通常学級でも⾏うことで全ての児童⽣徒にとってもより
「わかる、できる」授業にするという考え⽅で設計された授業。

46、52

説明 ⾴
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○平成２６年９月 

 教育委員協議会にて基本的な考え方について審議 

○平成２６年１０月 

 教育委員会事務局にて現状と課題の整理 

○平成２６年１１月～１月 

 教育委員協議会にて基本構成について審議 

○平成２７年５月 
 第二次教育振興基本計画策定に係る調整会議の開催 
 教育総務部内の各課室の業務に係る原稿作成 

○平成２７年７月～ 

 教育総務部内にて審議（全５回）し、原稿を取りまとめ、素案作成 

○平成２７年８月  

 教育委員協議会にて素案の検討・了承 

○平成２７年９月１０日～平成２７年１０月１９日 

 草加市教育委員会の附属期間ほか関係団体への意見聴取 

○平成２７年１０月７日～平成２７年１０月１６日 

 市長部局等への意見聴取 

○平成２７年１０月～  

 教育委員協議会にて関係団体・市長部局からの意見を整理 

○平成２７年１２月１４日～平成２８年１月１２日 

 パブリックコメントによる意見照会 

○平成２８年２月１０日 

 草加市教育委員会第２回定例会にて議決 

○平成２８年４月１日 

 第二次草加市教育振興基本計画 施行 

 

 

策定経緯 

 

 

 

 

関係団体への意⾒照会 

 

○草加市奨学資金貸付審議会 

○草加市立図書館協議会 

○草加市文化財保護審議会 

○草加市立小中学校長会議 

○草加市ＰＴＡ連合会 

○草加市小中学校通学区域審議会 

○草加市幼稚園・保育園・小学校連絡協議会 

○草加市障害児就学支援委員会 

○草加市社会教育委員 

○草加市公民館運営審議会 

○埼玉県草加市私立幼稚園協会 

○埼玉県立草加高校 

○埼玉県立草加南高校 

○埼玉県立草加東高校 

○埼玉県立草加西高校 

○点検評価委員 

○獨協大学 

○草加市いじめ問題対策連絡協議会 

○草加市いじめ問題調査対策委員会 

○埼玉県立草加かがやき特別支援学校 

 

パブリックコメントによる意⾒照会 
 

区分 団体数 ⼈数 意⾒件数 

合計 １４ ２７ ４２ 

区分 団体数 ⼈数 意⾒件数 

合計 １４ ２７ ４２ 

区分 個⼈・団体 意⾒件数 

合計 ６・２ ２７ 

区分 団体数 ⼈数 意⾒件数 

合計 １４ ２７ ４２ 

意⾒照会 
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